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研究成果の概要（和文）：　折からの東日本大震災と福島第一原発事故は研究課題を先鋭化するかたちで起こり、これ
を受けて、グローバル化した世界における〈オイコス〉再検討という課題を、 現代の文明的ともいうべき災害や核技
術の諸問題、さらに近年注目されている「脱成長」のヴィジョンに結び付け、主としてフランスの論者たちとの交流を
通じて〈技術・産業・経済〉システムの飽和の問題として明らかにした。その内容や、そこから引き出される展望につ
いては、下に列記した雑誌諸論文や以下の刊行物に示した。『〈経済〉を審問する』（せりか書房）、報告書『核のあ
る世界』（A5、100p.）『自発的隷従を撃つ』（A5、121p.）

研究成果の概要（英文）：By chance, the theoretical problem-setting to re-consider the meaning of "Oikos" i
n the Globalized world was drastically sharpened by the real severe accidents on the 11th of March in 2011
 un Japan, the Earthquake and Tsunami in Tohoku and the triple reactor meltdowns of TEPCO's Fukushima No.1
 nuclear power plant thereafter.
Hence more emphasis than the original plan was laid on the research of structures and problems of nuclear 
thechnology, and on the visions and scenarios of "post-growth" economy after the disaster. The collaborati
on with foreign --mainly French-- researchers, deepened our recognition of the current world as the comple
x system of thechnology, industry and economy. The outcomes of our consideration have been published as se
veral books and pamphlets as "Rethinking the <economy>", "The world with the nuclear", "Criticize the <vol
untary servitude>" etc..   
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 
  本研究の基本的モチーフは、グローバル化
以後の世界が混迷を深めていること、グロー
バル化によって世界編成・統治の基盤領域が
各国の主権的政治から共通ルールの経済管
理へと移ったと言われるが、その経済システ
ムが世界金融恐慌で破綻を示しただけでな
く、世界的に貧富の差が拡大し、社会不安や
秩序不安定化の原因になっていること、さら
に、経済に欠かせないはずの「成長」がすで
に半世紀近く前から「限界」を指摘されてい
るにもかかわらず、現実的には相変わらず
「成長」至上の考え方でしか対応がなされて
いないこと、そしてそのための行き詰まりが
随所で露呈してきていること、等々の状況を
背景に、このような事態を構造的的・理論的
にいかに理解し、特徴的な地域においてそれ
が具体的にどのように発現しているかを検
証、それに対する適切な対応の方向を新たな
世界ヴィジョンとして探る、といったところ
にあった。この課題は科学技術による社会の
産業的組織化、そしてその統治という、ほと
んど文明論的広がりをもつ。 
 現在の産業経済のグローバル展開が「成
長」だけを求めて続いて行けば、早晩世界的
破綻は避けられない。それは直感的に理解さ
れても現実を動かす理論にはならない。この
現代の文明的隘路の出口を求めるため、本研
究は現代世界の関連現象の観察分析を行い
ながら、〈経済〉原理の由来とグローバル世
界での原理化のプロセスを理論的にたどり、
ポスト・グローバル化の世界を構想する糸口
を求めようとした。 
 本研究に先行する科研費共同研究「戦争・
経済・メディアからみるグローバル世界秩序
の複合的研究」（平成19年度～21年度）では、
グローバル世界秩序において共通のレジー
ムとなった「テロとの戦争」と新自由主義的
世界統治の関係、さらにはそれに連動するメ
ディアの諸問題を考究してきたが、本研究は
それをさらに視野を広げて、グローバル化時
代の人類的課題として引き継ぐものである。 
そのため、問題を「生命統治時代の〈オイ

コス〉再考とポスト・グローバル世界像の研
究」として立てることになった。それは、経
済が政治を後景に斥けるように見えるのは、
経済が〈統治〉の原理となったことの反映だ
と考えたからである。そして「生命統治」と
いうのは、マルサスの例に見られるような、
あるいはマルクスとダーウィンの関係に見
られるような、経済学と生物学との史的な
「結託」という認識を反映している。 
現代の生命科学の起源にある生物学は、進

化論と絡みながら人間の生存を科学技術の
対象とし、「開発」やマネージメントの対象
としてゆく認識論的基礎となった。経済学と
生物学とのこの関連は、経済学が当初「政治
経済学」として出発したことを勘案するなら、
Ｍ・フーコーが「生－政治」（生物としての

人間の生存そのものを対象とする政治）とし
て提起した近・現代の〈統治〉の問題系を、
別のコンテクストから立て直す要所となる。 
 そのような認識をもとに、先行する共同研
究の主要メンバーが課題をさらに継続的に
展開する形で、本研究では近代以降の〈経済〉
観念を再検討し、それを通して人間世界の
「持続可能性」の基盤はどのような観点を必
要とするのかの考究を目ざした。 
指針としたのは、まずはカール・ポラニー

による〈経済〉観念の歴史化と相対化であり、
〈経済〉が「埋め込まれた」生存環境である
〈オイコス〉の現代的意義の検証である。そ
れは、ポラニーの経済人類学を単なる民族学
の一局面に落とし込めるのではなく、むしろ
経済活動する人間の総合的な学として組み
替える意味合いをももつことになる。また
「生命の経済」を構想したニコラス・ジョー
ジェスク＝レーゲンや、「非-知」の認識論的
冒険を含んだジョルジュ・バタイユの「一般
経済学」も重要な参照項とした。 
 
２． 研究の目的 
 
 研究のモチーフで述べたような観点に立
ち、グローバル化した世界で経済原理が他の
あらゆる配慮を圧して〈統治〉を律する状況
を、西洋の世界化とともに広がった近代産業
文明と経済システムの危機として捉え、現代
世界における〈経済〉原理の優位とそれが引
き起こす諸問題を洗い出し、〈経済〉観念に
よる世界統治の成立ちを解明するとともに、
近代以降の〈経済〉観念ないしはそれがもつ
規範性を、その起源の〈オイコス〉に照らし
て相対化し、現在の〈経済〉還元主義的世界
ヴィジョンに代わって、広範で多様な生存・
統治形態を可能にするような、グローバル化
以後の世界のヴィジョンを求める。 
 まず、人間の共同的営みとしての〈オイコ
ス〉の観念を再考し、近代の技術・産業・経
済システムによる人間の〈労働力〉化（G・
アガンベンの言う「むき出しの生」）と、文
明世界のシステム化（あらゆる事象が誰に責
任を問うこともできないシステムとして展
開され、H・アレントの言う「悪の凡庸化」
が起こる）の構造を分析し、現代世界の危機
と統治形態の機能不全の原因を問う。 
 そして、〈経済〉観念を「脱構築」するこ
とで、現在の隘路から抜けうる社会組成の新
たな原理を探る。言い換えれば、近い将来の
破綻の明らかな現在の経済文明システムの
不全を解明し、技術と産業社会の別の編成の
可能性を探ることで、グローバル化以後の社
会的生存のヴィジョンを追究する。 
 現在、世界のいたるところで進む社会の解
体（貧富の差の拡大）や個の孤立、労働条件
の劣悪化、生存の意味の喪失、民主主義の機
能不全、そしてそれに伴って高まるナショナ
リズム等は、経済原理で進むグローバル化が
それぞれの社会に共通に引き起こす現象と



みられるが、このことを上記の問題系の具体
的表れとして取扱い、それらをたんに一領域
の問題としてではなく、哲学、経済思想、国
際政治、人類学等の観点から総合的に検討す
る。 
これはおそらく現代世界共通の課題であ

り、折からヨーロッパでも、経済の原理的批
判とも言うべき「脱成長」思想が論じられて
おり、それとも呼応するかたちでの学際的研
究を試みる。 
 
３． 研究の方法 
 
 毎年毎に取り組む主要テーマを定め、それ
ぞれの研究分担者が各自の分野からこの課
題にアプローチする。テーマにしたがって、
中山（経済思想）が経済原理批判・オイコノ
ミア再考、土佐（国際政治学）が生命統治シ
ステムと地域・国際政治におけるその表れ、
真島（文化人類学）がグローバル化に関係す
る社会変容ととりわけその極端なケースと
も言えるアフリカの地域変容、崎山（ラテ
ン・アメリカ研究）がグローバル化で特別の
位置を占める南北の「アメリカ」世界の分析
という具合に、それぞれの分野の研究を主導
し、西谷がグローバル化全体の一般的問題系
に関する知見をベースにそれを統括する。な
お、途中からフランス留学より帰国した森元
が制度移転・表象研究を分担するために加わ
った。 
 また、外部に研究協力者（アラン・シュピ
オ：コレージュ・ド・フランス教授、ジャン
＝ピエール・デュピュイ：スタンフォード大
学教授等）を得て、ヨーロッパからの観点と
それぞれの専門分野に関して、また世界の先
端的研究に関して情報提供を受けるととも
に、研究協力をあおぐ。 
 段取りとしては、年に数回、テーマを決め
て国内で公開研究会を開き、議論を重ねると
ともに、国際セミナー・シンポジウムを開催
し、外国研究者との研究交流をはかり、国際
的研究の水準に合わせるよう努める。そのた
めにも海外の学会等にも積極的に参加し、ま
た機会を捉えて、来日する外国研究者との研
究交流を心がける。 
 国内外の関連する地域・箇所などを共同視
察し、現場を実際に見るとともに現地でえら
れる知見を集め、理念的・理論的研究を具体
的現実に照らして検証・深化する。 
 成果をまとめて公開シンポジウムを開き、
公開で議論を集約しかつ深めるとともに、社
会に発信することに努める。また、その成果
はできるだけ書籍、記録誌のかたちでの出版
することをめざす。 
なお、本共同研究一年目の終わりに東日本

大震災と福島第一原子力発電所事故による
激甚災害があり、そのこと自体が本研究の課
題を先鋭的にし、復興や事故処理が本研究の
基本課題と重なったため、二年目以降は西
谷・中山を中心に、核技術と人間の関係、そ

して産業システムの問題、さらには「復興」
と社会システム再編などの原理的考察が進
められ、具体的な方向として「共生」と「脱
成長」に向けての研究の比重が高まった。そ
の点で、当初の計画との多少の変更が生じる
ことになった。 
 
４．研究成果 
 
 共同研究全体の方向性とベースを決める
〈オイコス〉再考の課題は、先行していた経
済・金融危機の研究を継承し、フランスで
1980 年代から「社会科学における反功利主義
運動（MAUSS）」を 30 年にわたって主導して
きたパリ第 10 大学のアラン・カイエ教授を
招いて国際シンポジウム・ワークショップを
開き、共著『〈経済〉を審問する――人間社
会は"経済"的か』（せりか書房）をまとめた。 
ここでは、経済学ばかりでなく現代世界の規
範的言説となっている〈経済〉の観念そのも
のを相対化しながら、政治（民主主義）との
関連のなかで社会再編を検討する必要があ
ることを明らかにした。 
それが思想史的パースペクティヴを示す

ものだとすれば、現在グローバル世界の〈経
済〉的ドグマとなっている新自由主義の展開
については、中山が著書『経済ジェノサイド』
（平凡社新書）で 20 世紀後半におけるフリ
ードマン思想の台頭と世界浸透の経緯を、政
治・社会史との関連でダイナミックな記述に
まとめ、西谷が論文『自由主義の文明史的由
来』（スポートロジー２号）で、新自由主義
のみならず西洋における自由主義・個人主義
一般の起源と生成の諸要素を、キリスト教に
まで遡って思想史的な解明を試みた。そして
土佐は、グローバル世界秩序の展開のなかで
の新たな民主主義の可能性について『野生の
デモクラシー』を著し、グローバル化のなか
での自生的デモクラシーの萌芽をアナーキ
ズムの伝統の中に見て、投票で計量化される
民主主義そのものの〈経済〉化に対する批判
の視点が那辺にあるかを示した。これらの単
著も、共同研究で共有された問題設定や認識
を踏まえて個別的にまとめられた成果であ
る。 
 また、産業技術を代表する核技術と社会と
の関係について、数度の国内現地視察をもと
に研究会およびシンポジウム（「核と未来」）
を重ね、とりわけ３・１１後の社会的課題を
念頭に、議論の成果を報告書『核のある世界』
としてまとめた。これには、先行する共同研
究ですでに扱われていた、国際社会における
核戦略をめぐるラウンド・テーブル「核と現
在」の成果も統合されている。さらに、この
テーマは今後も掘り下げるべきものとして、
フランスからレンヌ大学クリストフ・ダヴィ
ッド教授を招いてワークショップを開き、こ
の道の先駆者であるギュンター・アンダース
をめぐる議論を交わして、今後のフランス・
ドイツ圏との研究協力の道筋をつけた。 



加えて、市場経済や経済統治の根本にある
社会構造のからくりに関して、きわてめ啓発
的な記述を残したエティエンヌ・ド・ラ・ボ
エシの著書の翻訳出版を促し、その刊行を機
にこれもシンポジウムを開いて、多角的な議
論を行い、報告書『自発的隷従を撃つ』をま
とめた。 
 このような成果の積み重ねから、科学技術
をもとに産業を組織し社会を産業化しつつ、
その運営を個人の自由な欲望追求という経
済原理に委ねるシステムを〈技術・産業・経
済〉の三位一体のシステムとして把握し、現
代世界の諸問題をそれを軸に解釈する見方
をかくりつするとともに、その「脱構築」に
よって新たな生存の在り方（共生）を描き出
すという課題もしだいに明確になってきた。
このポスト・グローバル世界像の研究はまだ
十分に達成されたとは言えないが、今後の方
向として「共に在る」という現代哲学の共同
性の思考をベースにしながら、「共生」の理
念を練あげることが今後の課題として出て
いる。その具体化の方途に関しては、主とし
て、現代の破局の不可避性とそれを回避する
可能性を特異な「カタストロフィ論」として
精力的に展開するジャン＝ピエール・デュピ
ュイ（スタンフォード大学教授）や、「脱成
長」の理論家セルジュ・ラトゥーシュ（パリ
南大学名誉教授）との研究交流を行い、その
一端をいくつかの対話のかたちで（訳書解説、
雑誌『世界』、立命館大学等で対話）公表す
ることができた。 
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